
　

鶴
岡
市
農
業
委
員
会
第
６
回

定
例
総
会
は
、
鶴
岡
市
副
市
長
、

農
林
水
産
部
長
、
農
林
水
産
部

参
事
兼
農
政
課
長
、
農
山
漁
村

振
興
課
長
、
農
政
課
主
幹
を
来

賓
に
迎
え
開
催
さ
れ
、
鶴
岡
市

農
業
委
員
会
の
「
活
動
方
針
」

と
、「
要
望
書
」
を
審
議
し
可

決
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
総
会
に
提
案
さ
れ

ま
し
た
議
案
は
以
下
の
と
お
り

で
す
。　

■
平
成
29
年
度
鶴
岡
市
農
業
委

　
員
会
活
動
方
針

■
農
業
法
人
の
支
援
等
に
関
す

　
る
要
望
書
（
山
形
県
知
事
あ

　
て
）

■
鳥
獣
被
害
対
策
に
関
す
る
要

　
望
書
（
鶴
岡
市
長
あ
て
）

■
農
業
生
産
工
程
管
理
（
Ｇ
Ａ

　
Ｐ
）
へ
の
理
解
と
普
及
・
拡

　
大
に
関
す
る
要
望
書
（
鶴
岡

　
市
長
あ
て
）

■
若
手
農
業
者
育
成
体
制
の
強

　
化
と
情
報
発
信
に
関
す
る
要

　
望
書
（
鶴
岡
市
長
あ
て
）

　

総
会
終
了
後
は
全
員
協
議
会

が
行
わ
れ
、
研
修
と
し
て
農
林

水
産
部
参
事
兼
農
政
課
長
、
農

山
漁
村
振
興
課
長
を
講
師
に
、

農
林
水
産
部
に
お
け
る
本
年
度

施
策
の
考
え
方
や
、
主
要
事
業

等
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し

た
。

　

ま
た
、
引
き
続
い
て
農
業
振

興
・
担
い
手
、
営
農
、
食
育
・

地
産
地
消
の
各
専
門
委
員
会
が

開
催
さ
れ
、
今
年
度
の
活
動
計

画
等
に
つ
い
て
話
し
合
い
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
活
動
方
針
と
要
望
書

は
農
業
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

（２）農委広報　もっしぇのー

　

６
月
14
日
に
三
浦
伸
一
会
長
、

渡
部
長
和
会
長
職
務
代
理
者
、

石
川
守
東
部
農
地
部
会
長
、
今

野
喜
好
西
部
農
地
部
会
長
、
伊

藤
治
一
農
業
振
興
部
会
長
の
五

役
が
榎
本
政
規
市
長
を
訪
問
し
、

本
総
会
に
お
い
て
議
決
さ
れ
た

要
望
の
趣
旨
等
を
説
明
し
な
が

ら
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

榎
本
市
長
か
ら
は
、「
要
望

し
て
い
た
だ
い
た
事
項
に
つ
い

て
は
、
関
係
す
る
部
署
等
で
検

討
し
、
適
切
に
対
処
し
て
い
き

た
い
。」
と
の
回
答
が
あ
り
ま

し
た
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
地
域
農

業
を
守
り
、
農
業
者
の
皆
さ
ん

が
意
欲
と
希
望
を
持
っ
て
農
業

に
取
り
組
め
る
よ
う
、
今
後
も

農
業
の
現
場
に
お
け
る
生
の
声

を
市
及
び
国
・
県
等
の
関
係
機

関
へ
伝
え
て
い
き
ま
す
。

　
鶴
岡
市
農
業
委
員
会
第
６
回
定
例
総
会
が
４
月
28
日
、
出

羽
庄
内
国
際
村
ホ
ー
ル
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
今
年
度
の
委
員
会
活
動
方
針
を
含
む
５
件
の

議
案
が
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
全
て
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
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６
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催
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榎
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榎
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市
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